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Ⅰ．堤防分科会 

日 時：令和 6年 12月 12日（木）15:00～17:00 

場 所：東北地方整備局 13F水災害予報センター  出 席 者：東北地方整備局河川部 10名 

東北河川管理技術研究会堤防分科会  9名 

議 事 

１．意見交換 

 （１）令和６年７月２５日からの前線に伴う降雨災害について（河川工事課） 

（２）大久保遊水地越流堤の損傷調査（河川工事課） 

２．話題提供 

・堤防弱体化による災害復旧事業（河川工事課） 

３．その他 

     ・堤防の維持管理のための農薬使用の試行について 

（河川管理課） 

議事概要 

 １．意見交換 （１）令和６年７月２５日からの前線に伴う降雨災害について（河川工事課） 

整備局：子吉川・石沢川の破堤は、破堤氾濫しても家屋浸水が無く、氾濫域は水田であった。堤防の安全

度が相対的に低いところだった。最上川中流においても堤防の安全度が相対的に低いところか

ら越水・被災した。 

研究会：子吉川・石沢川は過去にも破堤を経験している。 

研究会：復旧工法検討にあたり、法尻の落堀平場部分の地盤復旧は考えなかったか。 

整備局：用地の制約があり、法止めと法尻保護工を組み合わせた工法とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究会：破堤地点上下流でも越水しているが、他は決壊 

していない理由は分かるか。 

整備局：過去に災害復旧を実施していることと、内水によりウォータークッションの様になっていた 

と推測され、それらが破堤しなかった要因と推測している。 

研究会：一度災害復旧したところは安全度が上がるため、手をかけていない箇所が次に被災すること 
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を繰り返している。過去に被災していない箇所は相対的に次に被災する可能性はあると考えら

れる。 

整備局：今後の災害対策としては、子吉川・最上川では大規模な河道掘削を行う予定であり、今次洪水規

模の出水において最上川は流下可能、子吉川は浸水被害の軽減が図られることとなる。 

研究会：今回の出水では、CCTVで越水現象がうまく捉えられたが、夜間だと活用するのが難しい状況か。 

整備局：危機管理型のカメラでは、夜間は上手く視認できない。 

 

１．意見交換 （２）大久保遊水地越流堤の損傷調査（河川工事課） 

研究会：平成２０年に発生した岩手・宮城内陸地震後の空洞化の確認は、レーダを活用して縦断・横断的

に確認していた。 

整備局：当時のレーダ結果と今回の調査を比較すれば、レーダの精度検証ができる。 

研究会：第２遊水地でエアモルタルが確認されなかったのは、越流堤のコンクリートが盛土の変位に追随し

て一緒に沈下した可能性があり、空洞がないため注入を実施していないことが考えられる。 

  研究会：東日本大震災で復旧復興した河口部堤防や海岸堤防は３面張で施工されている。しかも軟弱地盤上

に構築されており、大久保遊水地同様の事象が今後発生することが考えられる。今回の調査は、そ

の補修のあり方の参考になる意義がある。 

 

２．話題提供 ・堤防弱体化による災害復旧事業（河川工事課） 

整備局：今回災害申請した箇所は、次年度復旧工事を実施して堤防開削を行う。開削時に柔らかくなってい

る土質状況や、もしかしたら有害植物の侵入による弱体化の可能性もある。分科会には工事実施の

際に分科会メンバーにも現地調査同行をお願いし、ご意見をいただきたい。それを堤防の質的な管

理につなげていきたい。 

研究会：平成１６年頃から堤防の植生調査と貫入棒調査を全域にわたって実施している。通常の点検は重要

であり、越水に伴い緩んだ箇所以外に、平常時から緩んでいる箇所もあるはず。調査の際は過去の

成果も活用していただければよい。 

３．その他 ・堤防の維持管理のための農薬使用の試行について（河川管理課） 

 整備局：堤防の維持管理のための農薬使用の試行ガイドライン（令和６年８月；国土交通省 水管理・国土

保全局 河川環境課）の概要説明 

研究会：東北管内で使用する予定はあるのか。 

  整備局：雄物川上流、子吉川、最上川下流、赤川、阿武隈川上流で今後試行する予定である。また、実施後

はモニタリングしていくため、継続的に実施していくことになる。 

整備局：農薬の使用にあたっては、試行であるため事前申請を本省に上げることになる。 
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Ⅱ．樋門・樋管分科会 

日 時：令和 6年 12月 13日（金） 15:00～17:00 

会 場：東北地方整備局 2F 共用第六会議室 

出席者：東北地方整備局 7名、東北技術事務所 3名 

東北河川管理技術研究会 8名 

 

議 事： 

１．情報提供 

①河川部 河川管理課 

・令和６年７月出水及び施設被害への対応など 

・河川管理分野におけるＤＸについて 

・昨年度討議に関す報告 

②東北技術事務所 品質調査課 

・令和５年度 樋門･樋管点検結果について 

・令和６年度 体験型河川堤防等実習施設の利用状況について 

２．討議 

樋門等の目的別巡視（専門）について 

 

１．情報提供 

・令和６年７月出水及び施設被害への対応など 

○東日本大震災や過去の出水においても、電気盤の浸水による施設被害が発生するケースが

多く見受けられる。今回説明のあった排水機場において、盤の嵩上げや架台の設置など再

度災害防止に向けた工夫は実施するのか。  

●浸水により施設被害のあった箇所については、耐水対策の実施や架台設 置による電気盤

の嵩上げなど対応を検討している。  

 

・河川管理分野におけるＤＸについて 

○最近ドローンを活用した定点調査を実施したが、澪筋の状況や土砂の堆 積状況、河床の

状況など把握が可能であり、巡視におけるドローン活用も非常に有効であると思われる。 

○巡視等への運用においては、高圧線が非常に支障となり、一連で飛行させることが困難

な状況であると思慮される。離隔を保って高高度での飛行と 

する場合、機体やカメラの性能に関しても検討する必要がある。それ以外にも制約が多く

今後整理が必要になると思われる。 

●機体やカメラなどの仕様に関しては、全国的な業務で検討を行っており、各種制約なども

考慮の上、標準的な仕様が示される予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

・昨年度討議に関する報告 

  ●昨年度討議（樋門の変状事例について）における報告について、「堤防等河川管理施設及

び河道の点検・評価要領」を基に、止水板・目地の開きについて説明を行い了解頂いた。 

 

・令和 5年度 樋門・樋管点検結果について 

○令和 5年度のモニタリングの状況を見ると、補修した箇所の再劣化が見受けられるので、

損傷原因をしっかり調査して把握しておくのが望ましい。また、東北技術事務所で調査指

針等を整理するなど検討してはどうか。 

 

２．討議 

樋門等の目的別巡視（専門）について 

  ○樋門等の目的別巡視（専門）における確認項目や方法等について、事務所によって違いが

見受けられることから、統一した基準（ガイドライン等）を定めた方が良い。なお、これ

ら対応を行うためには、巡視員との意見交換会などを実施するのも有効と思われる。 

○最近は施設の統廃合などによって河川管理施設も大型化しており、巡視・点検時の安全確

保の観点から昇降タラップに背面ガードを設置するなど検討した方がよいと思われる。 

 ●目的別巡視（専門）に関しては、詳細な目視による確認が基本となっており、計測などを

含む詳細な確認行為は、点検として実施すべき内容であると考えている。巡視と点検の違

いを含めて実施内容等について事務所と調整をさせて頂く。 

 ●巡視員の安全確保に関する対応については検討させて頂くが、流下阻害 の恐れがある背

面ガードなどについては難しいと思われる。 

 

以上 
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また、上流にダム計画はないので、出てくるものはそのまま受け止めるのが須川の根本的な治

水の考え方であり、将来の河床管理が出てくるかもしれない。 

●河床掘削したためにアーマーコートされているところが飛ばされて、粒径の小さいものがでてき

たのが一つのヒントではないかと考える。 

〇洪水時は掘れるが、また、上から供給があってということで、アーマーがあって可能になるかも

しれないので、そこのところをしっかり把握できるよう進めていければと考える。 

●阿武隈川水系荒川は、直線河道の２割勾配であるが、洪水時は側方侵食により掘られてしまう状

況であり、今年の８月洪水以降は２割勾配で流れを集中させるような形でやったが、上流区間も

掘削するということで、そうなると全体的に流速を弱めないと、集中が起こり、侵食されること

から、斜め掘削を提案したところ。 

〇側方侵食が卓越する河川なので、これまでの整備経緯等含め実施について事務所と相談してみ

る。 

●過去の須川の改修（特緊）は流下能力の向上が第一の目的であった。現在は、過去の改修の弊害

が解ってきており、今後は河道掘削の方法等、失敗する可能性もあるが、過去の知見が生きてく

ると思う。 

〇失敗も含みながらになるかもしれないがそれも勉強。最後の管理まで繋げることが重要であり、

しっかり進めたいと考えている。 

【河道特性に応じた河道掘削手法の検討】 

●一元的にこういった河道が良いというのは分かるが、事業実施を考えながらやる必要ある。一次
掘削、二次掘削も含めてそういうところをきちんと考えるべきとの注意項目を含める必要がある
と考える。 

〇現時点では、一断面をベースとした検討できていない状況であることから、本日のご意見を踏ま

え、今後検討する必要があると考えている。 

●過去の事業実施の成功の可否等含め、掘削によるパターン別の分類は非常によいツールになると

思われる。 

（全体を通して） 

●国土強靭化ということで至る所で掘削・伐採し、非常に良いことをしていると思うが、その後の

モニタリングもきちんと検討し、事務所によりきちんと把握していけるか否かを確認したい。 

〇基本的なモニタリングは斜め写真か垂直写真による把握。詳細に実施しようとしても経済的にも

困難であることから、コンサルへの確認では、今は解析が難しくても将来解析につながるドロー

ンの垂直のデータがあるのが後々有効との意見がある。 

モニタリングの手法としては区間毎に実施するしかないが、そのやり方と大規模災関事業による

多自然アドバイザー入れているところは、モニタリングをポイントで実施した組み合わせで実施

中であり事務所にも指導している。 

●河川管理の資格制度として何のために創設したのかというところにつながる。河川点検士はかな

りの人数がいる。その役割を果たすような仕様書となっているのかと言うとそうでもないという

こと。そこが資格制度と河川管理という業務をコラボレーションして、しっかりと考える必要が

ある。 

●年度末に PDCAの評価をある事務所でやっていたはずだが、聞くところによると一事務所でしかや

っていないということがあった。 

 Ⅲ．河道分科会 

日 時：令和 7年 2月 5日（水）15:30-18:00 

会 場：東北地方整備局 ２階 共用第 6会議室   

参加者：東北地方整備局 １０名、 

東北河川管理技術研究会 １２名 

      

議 事 

 １．情報提供 

〇河川計画課                 

① R6.7月洪水について 

② 流域治水の推進について 

（流域治水プロジェクト、特定都市河川等） 

 

 〇河川環境課                   

 ・河川環境の定量的な目標設定の進め方の追加について 

 

〈大規模河道掘削における配慮事項について〉 

 

●米代川で大規模な掘削をしていたと思うので参考になるのでは。 

○河道掘削に関する事例集にも記載があるが、設計思想・計画では斜め掘削だったが、 

  現場では平水位掘削となっており、再堆積が確認されている。 

 

●河道掘削支援ツールは普及していないのか。 

○普及していない。研修ではカリキュラムに入れているが受講生は若手が多く、実際に使われ

ている事務所は少ない。係長以上への周知が必要。 

●今後大規模掘削が主流になってくるため広めるべき。 

●コンサルでも認知しているが、本ツールは単断面での評価に限られているものであるため、

実際に設計で使用することが難しい。 

○現在、東北技術事務所で大規模掘削でも活用できるようツールをバージョンアップしている

ところである。 

 

●河道掘削について意識改革が必要。 

○堤防のように河道も管理していく必要があると考えている。 

  局でも河道掘削の形状等は協議を受けていないため、堤防法線のように見るような仕組み

をつくり、事務所の意識を変えていくことが必要と考えている。 

●河川空間管理の一部として河道掘削後も適切に管理すべき。 
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●堤間幅が決まっているので、●堤間幅が決まっているので、気候変動に対応するために河道掘削

しようとすると、再堆積を考慮した断面にすると流量を流しきれない。 

○掘削だけでなく、遊水地等の貯めものも検討していく。 

気候変動に対応するために河道掘削しようとすると、再堆積を考慮した断面にすると流量を流しきれ

ない。 

○掘削だけでなく、遊水地等の貯めものも検討していく。 

●堤間幅が決まっているので、気候変動に対応するために河道掘削しようとすると、再堆積を考慮し

た断面にすると流量を流しきれない。 

○掘削だけでなく、遊水地等の貯めものも検討していく。 

 

 

●堤間幅が決まっているので、気候変動に対応するために河道掘削しようとすると、再堆積を考

慮した断面にすると流量を流しきれない。 

○掘削だけでなく、遊水地等の貯めものも検討していく。 

 

●掘削箇所の上下流の影響を確認した上で掘削を計画しているのか。 

○プロジェクトは確認した上で計画している。 

●掘削する箇所に地域の方々が大事にしてきたもの（桜、水辺の楽校等）がある場合、後々問題

になることも考えられるので、理由等きちんと整理しておいた方が良い。 

   地域の方々とのコミュニケーションも大事。 

 

●WGを復活させ、現地確認も含めて事務所と意見交換をしたい。 

○各事務所で意見交換する場合、同席してもらうことは可能か。 

●可能。 

○川をよく知る方々１～２名に同席いただき、的確なアドバイスをいただきたい。 

●連絡をもらえれば、こちらで人選して対応できる。 

 

以上 

 

 

５．その他連絡事項 

  「過年度の気象データ分析」 伊藤 芳治       ・・・・資料配付 
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 Ⅳ．ダム管理分科会 

日 時：令和 6年 11月 25日（月） 

会 場：東北地方整備局 13階 水災害予報センター 

参加者：東北地方整備局 10名 

東北河川管理技術研究会 15名      
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外部講師の派遣 

東北地方整備局の河川管理研修、ダム管理研修にそれぞれ２名、二日にわたり、当研究会

員が外部講師として活動されました。 

Ⅰ．河川管理講習会 

１．日 時：令和 6年 10月 16日（水） 13時～16時 仙台会場 

    令和 6年 10月 31日（木） 13時～16時 盛岡会場 

２．場 所：宮城県建設産業会館 

 いわて県民情報交流センター(アイーナ盛岡) 

３．受講者：仙台 38名 盛岡 35名 計 73名 

４．講習内容 

１）講話 「河川に関する最近の話題」 

２）講習 （１）堤防の点検について 

（２）東日本台風における現地対応 

（３）質疑応答 

 

 

 

 

 

 

  河川管理研修 現地研修状況           ダム管理研修 講義状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講  習  会 

 令和６年度河川管理・ダム管理・流量観測講習会を開催しました。 

  河川管理・流量観測講習会については、（一社）全国土木施工管理技士連合会の継続学習制度（CPDS）

の方は３unit、（一財）河川技術者教育振興機構の継続学習制度（CPD）に加入されている方には 12 

単位が付与されます。 



9 

Ⅱ．流量観測講習会 

１． 日 時：令和 6年 11月 12日（火）13時～16時 

２． 場 所：宮城県建設産業会館 

３． 受講者：43名 

４． 講習内容 

 １）講 話 「河川に関する最近の話題」 

 ２）講 習 （１）流量観測の留意点について 

       （２）流量観測技術の高度化について 

       （３）質疑応答 

 

Ⅲ．ダム管理講習会 

１． 日 時：令和 6年 11月 21日（木）13時～16時 盛岡会場 

    令和 6年 11月 29日（金）13時～16時 仙台会場 

２． 場 所：いわて県民情報交流センター(アイーナ盛岡) 

宮城県建設産業会館 

３． 受講者：盛岡会場 15名 

    仙台会場 34名  計 49名 

４．講習内容 

 １）講 話 「ダム管理に関する最近の話題」 

 ２）講 習 （１）土木技術者としてのダム管理について 

（２）ダムの維持管理における点検・検査について 

（３）質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 編集後記           

  会報の発行が遅れたことをお詫びします。昨年６月に研究会事務を引き継ぎ、周りの皆さまのご支援

でなんとか会務をこなしてきたところです。不慣れな作業に戸惑い、殊にホームページの修正・更新に

苦戦しております。 

 

今年は年末年始の青森での大雪、２月には数年来の寒波が二度来襲するなど、低温や雪に関するニュ

ースが多いような、河川管理やダム管理にどのような影響があるのでしょうか。 

 

会員の皆さまには、今後ともご支援・ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

                   (編集 事務局) 

           

           

           

           

           

           

           


